


 

 
 

フランス調理師協会 
LES CUISINIERS DE FRANCE 

 
 

 

 
 

 

協会説明（新） 





























































































































 

LES CUISINIERS DE FRANCE 
（フランス調理師協会）は世界最高のフ

ランス料理の権威です。 
「フランス料理の世界的普及」の為「フ

ランス愛好家の組織化」を目指して、日

本を最初に全世界での「支部」の展開を

計画しております。その活動を私達に任

命されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

①１６０年の歴史 ②フランスの国の機関 ③全仏一の１８,０００人の会員（強制参

加） ④フランスを代表して「世界調理師協会」のメンバーになっている ⑤日本のカ

リスマ仏料理人全員が参加 ⑥「フランス料理の全世界普及を」で全世界の「フランス

料理愛好家」を組織化 ⑦全世界１００万人会員を目指す ⑧日本を代表する「著名人」

「政財界人」３００人が「名誉会員」として参加 
 
 
 
２０１１年２月２３日、本国協会のホームページをプリントした。 



「フランス調理師協会」の価値について 

 
１．協会の主体は仏国の「協会本部」にある。 
 
２．歴史は１６０年前に設立され国の機関である。 
 
３．フランスの協会名が「Les Cuisiniers de France」である為、日本名を「フランス

調理師協会」としたまでである。 
 
４．フランスを代表して「世界調理師協会」のメンバーになっている 
 
５．仏国では社会保険制度適用の条件である為、１８，０００人の料理人が全て強制的

に加入している「公的団体」である。全仏の「有名シェフ」の全員が入会している。 
 
６．「日本支部」はフランスが「公的機関」である為、独自の「法人格を有する団体」

には出来ない。 
 
７．日本での「名誉会員」（著名人、政財界人）、「特別会員」（有名シェフ）は全て仏国

本部の会員となっている。それがフランスと直結していることが国内参加者の魅力

となっている。 
 
８．日本国内の活動は「日本でのフランス料理の発展」の目的であり、「フランス料理

愛好家」が中心である。 
 
９．日本での「フランス料理技術向上」等の活動は主体では無い。（そのような協会や

団体は他にも沢山ある） 
 
10．日本での仏料理人の参加は「帝国ホテル」の故「村上信夫」シェフを始め、日本を

代表する仏料理人が参加している。（自分達の権威付けになる） 
そのことが絶対の信用となり、国内の著名人が参加を希望した。 

 
11．「日本支部」の会長は「舛添要一先生」ですが、実際の代表者は「桂由美先生」（副

会長）である。 
 
12．平成１４年の「発会式」ではフランス大使館の「イヴ・ドゥロネー公使」が出席さ

れ、日本での活動を激励された。 
 
13．平成１０年、日本の活動がフランス政府に認められ「北岡尚信（理事長）シェフ」

「坂井宏行（副理事長）シェフ」にシュヴァリエ「農事功労章」が叙勲された。 
 
14．日本を代表する著名人、政財界人３００人が名誉会員として参加している。 
 
15．日本国内のフランス関係の大使館行事には、必ず日本でのフランス料理機関の代表

として招待されるのが普通となっている。 
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フランス調理師協会について 

 

協会の歴史 

 

LA MUTUELLE DES CUISINIERS DE FRANCE (旧 Société des Cuisiniers de Paris) 

 

私達の協会は 1840 年に、フランスの最後の国王 Louis-Philippe の時代に誕生した。1784

年から 1787 年、パリはまだ小さな一都市に過ぎず、長さ 23km・高さ 3.30m の石壁に囲ま

れており、その壁は「徴税請負人の壁」と呼ばれていた。 

 

「Ferme」とは徴税官が間接税を徴収する徴税制度で、この徴税官は国と 6 年間の賃貸借

契約をし、請負額を支払う代わりにその残りの金額を自分の利益とする事が認められてい

た。実際にこの「壁」は 60 枚の扉が付けられた徴税の壁と呼ばれており、多くの商品を中

心地へ運ぶ為にはこの門で税金を支払わなければならなかった。徴税請負人はこの門で多

くの富を得たが、フランス革命によって、過剰であると判断された彼等の財産は押収され、

徴税請負人の多くは化学者の Lavoisier のように処刑された。 

 

その当時のパリはまだ近代的ではなく、交通路が限られていた。 

右岸：Bercy通り、Reuilly通り、Picpus通り、Charonne通り、Ménilmontant通り、Belleville

通り、la Villette 通り、la Chapelle 通り、Rochechouart 通り、Clichy 通り、Batignolles

通り、Courcelles 通り、Wagram 通り、Champs-Elysées 通りに交わる Tilsitt 

rejoignant 通りの一部、Kléber 通りに交わる Presbourg 通りの一部、Kléber 通り、

Franklin 通り、Beethoven 通り 

左岸：Grenelle 通り、Garibaldi 通り、Pasteur 通り、Vaugirard 通り、Edgar Quinet 通

り、Raspail 通り、Saint-Jacques 通り、Auguste Blanqui 通り、Vincent Auriol 通

り 

 

当時の中心地の人口は、作家達の言うところによると、多かれ少なかれ 60 万人と見積もら

れている。道は狭く、電灯もない上に大変汚かった。 

どんな職業でも厳しい条件を強いられた。都市での仕事は無く、道具や機器も進歩せず、

出来たのは数 km の鉄道だけだった。 

仕事は職業斡旋所によって管理されており、斡旋員達は彼等の手助けを求める人々から金

を取って贅沢に暮らし、彼等にはかろうじて家族を養える程の金しか残さない程であった。 

 

数人の料理人は、仕事の現場での衛生面（多くのキッチンがまだ、風通しの為の換気窓が

たった一つあるだけの地下倉庫にあった）や、病気、事故、失業の際の援助等の初期段階

の権利得る為に早急に団結する必要があると考え、1840 年 7 月 20 日に協会を設立した。
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1841 年 11 月 5 日、彼等は協会に規則を設ける。1841 年 1 月 20 日、Armant Hardy 氏が最

初の会長に選ばれる。相互扶助の精神は、仕事の中に見出される。 

 

しかし生活は苦しかった。仕事を得るチャンスがある会員も既に会費を払うのが非常に困

難であり、仕事がない会員が会費を払う事は完全に不可能だった。最初の盛り上がり（初

年度以降 1085 人の会員申し込み）にも拘わらず、基盤が無くなってしまったので、当時の

問題を解決する為にマネージャーの Saussay 氏を残し、協会は解散を余儀なくされた。 

 

協会の創設者は負けと考えている事をしぶしぶ認めた。自分達を敗者と認めるという事は、

もはや希望が持てないという事であり、創設者達は規則改訂という最初の任務を成し遂げ

る為に「COMITE CENTRAL DE GESTION」を設立する事を決定した。 

 

1844 年 2 月 2 日、会費は月々1.50 フランになり、それに加えて各会員は決算の為に 3 回 5

フランを支払う事になった。 

 

同年 6 月 9 日、会費を期日に払っていない会員全員を名簿から削除し、役員会のメンバー

については理由を提示せずに会議に欠席した場合、罰金 2 フラン（この時代では莫大な金

額だった）の罰則が課せられる事が決定される。 

このような厳格化により、成果が上がった。1845 年「SECOURS MUTUEL」の創立計画が

可能になる。協会（所在地：Halles 地区 8, rue des Prouvaires）は、「SOCIETE DES 

CUISINIERS DE PARIS」と名付けられた。1846 年 7 月 27 日、預金口座を開設し、1,000

フランを預金する。 

 

1848 年 9 月 30 日に本部の仕事を終了させ、12 月 10 日に以前の「SOCIETE DES 

CUISINIERS」の名称を復活させる。 

 

12 月 10 日、Louis-Napoléon Bonaparte 皇子が第二共和政の大統領に選ばれる。彼は

Cavaignac, Ledru-Rollin, Raspail, Lamartine, Changarnier 等を打ち負かした。1849 年 5

月 25 日、国民が改善を要求する権利があるとして立法議会が設置される。 

 

不幸な事に、6 月よりパリでコレラが流行し始める。流行が終わるまで、一日の死者の平均

は 600 人、9 月時点での合計は 19,184 人に達した。 

 

役員会は 9 月 28 日、第二共和制の大統領が「RECONNAISSANCE OFFICIELLE DE LA 

SOCIETE DE PLACEMENT ET DE SECOURS MUTUELS」にサインした事が記載され

た警視総監の書面を確認し、公式に承認される。 
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機関誌②



国際料理大会



求人



料理辞典



「世界調理師協会」

全世界の料理人が加盟する団体





「フランス調理師協会」(Les Cuisiniers de France)

はフランスを代表するメンバーである
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